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 障害児基礎教育研究会では、毎月１回 事例研究会を開催しております。ご興味のある方は、お近くの会員又

は下記お問合わせ先までご連絡ください。 

第３６９回 定例会  令和８年２月１４日（土）15：00～１７：００ 

 オンライン開催 

 

「的確な実態把握と着実な学習計画を求めて 

～はじめての教材教具を通した関わりから～」 

発表者：金森健太（神奈川県立保土ヶ谷支援学校） 

   

 

障害児基礎教育研究会 

第３６９回定例会のお知らせ 

障害児基礎教育研究会 代表 吉瀬正則  

＜幹事＞根本 文雄   （教材製作会 学習会） 

加部 清子   （案内状発送 神奈川県立平塚ろう学校） 

比嘉 展寿   （国立大学法人 琉球大学大学院教育学研究科） 

長沼 潤子   （案内状作成 東京都立中野特別支援学校） 

金子 記美恵 （各種連絡調整 東京都立鹿本学園） 

立松 英子   （WEB担当 全国療育相談センター） 

お問合わせ先：障害児基礎教育研究会 HP https://kisoedu.jp/  

＜発表者より一言＞ 
都内の某クリニックへ向かうエレベーター、僕が上矢印ボタンを押した後に、彼（Ｋ君）も再びボタ

ンを押していました。待合室で母と話している時、Ｋ君はエレベーターを見て終始ジャンプしながら
手をたたき興奮していました。その日は、昼食を共にし、次会う日を約束。２回目に会ったとき、は
じめて教材教具を通した関わりの時の発表となります。食事栄養療法や色々な施術、通院などを
通して、体を整え、認知面の向上が保護者の願いです。 

  どんな教材ができるか、初対面の印象から実態をイメージしつつも、簡単にできたこと、難しかっ
たこと、太田のステージ評価、鳥の絵課題にも取り組みました。 

  大変恥ずかしながら、１回目のアセスメントを兼ねた学習での映像となります。忌憚のない意見を
いただき、今後の学習の参考、道しるべとしたいと考えています。アセスメント、関り方、Ｋ君の実
態についても発表しますので、愛のある厳しいご意見、ご指摘をよろしくお願いいたします。 

① 会員の方にはメールでZoomのURLと IDを送付します。受け取れない方は研究会のHPの「お問い合わせ」
よりご連絡ください。 

② 会員以外の方で定例会に参加したい方は研究会 HP「お問い合わせ」よりご連絡ください。 


